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神奈川大学の共同研究 「〈表象 〉としての 日本」の研究課題の一つである海外 にお ける日本研究の現
状の調査 を行 うため,イ ギ リスで 日本研究の分野において主導的な役割を担 うロン ドン大学,シ ェフィ
ール ド大学,オ ックスフォー ド大学の 日本研究機関 を2006年8月に訪ね,各 研究機関の所長 と図書館
司書の方々にインタヴューに応 じていただいた。質問項 目は教育 と研究の両面から日本研究の現状 につ
いて尋ねるもので,ロ ンドン大学 とオ ックスフォー ド大学では所蔵図書 についての調査がそれに加わっ
た。以下 に訪れた順 に各大学での調査結果 を報告する。
ロ ン ドン大 学SOAS(ア ジア ・ア フ リカ研 究学 院 〉
ロンドン大学 を構成す るカレッジの一つであるSOAS(SchoolofOrientalandAfricanStudies)にお
ける日本研究は,1916年の創立以来 ヨーロッパ にお ける 日本研究の中核 をなしてきた。SOASの日本
韓国言語文化学科は,人 文 ・社会科学の分野 において多数の優 れた教授陣を擁する世界屈指の日本研究
教育機関である。SOAS日本研究 センター所長の タイモン ・スクリーチ教授 にお会い して,同 大学の日
本研究の現状 についてうかが った。イギ リスの大学では通常3年 間で学位 を取得するが,SOASの日本
研究の学位 は4年 間の課程 であ り,最 初の2年 間で日本語 と日本についての知識の基礎 を修めた学生
は3年 目に日本 の提携大学(北 海道教育大学,慶 応大学,早 稲 田大学,東 京外 国語大学,大 阪大学,
同志社大学他10大学)で1年 間の研修 を受け,4年 目に日本語の資料 をもとに卒業研究 を行 う。SOAS
では 日本研究 を専攻する学生は 日本経済が振 るわな くなった90年代前半以降 も減少 しておらず,前 年
度 は60名の入学定員 に対 して約600名の応募があったそ うだ。興味の対象は近年,ビ ジネスに関す る
分野から現代文化や文化人類学などに関する分野へ と移行 してきてお り,メ ディアや旅行 などを通 して
イギリスにとって 日本が 日常的に接触する機会の多い身近な存在 となったことがそういった変化の背景
にあるようだ。 しか しイギ リスにおける 日本研究は財政的には厳 しい状況 にあ り,今後は優れた成果 を
あげることので きる少数の研究機関 に資金 と人材が集 中することになるだろ うとスク リーチ教授 はみ
る。スクリーチ教授 は日本美術史 と視覚文化論が専門で,近 著 『江戸の英吉利熱一 ロン ドン橋 とロン ド
ン時計』ではイギリス と鎖国下の日本 との視覚交流 を新美術史学の手法で解 き明か している。多摩美術
大 学客員教授 を兼任 し,イ ース ト ・アング リア大 学付 属の セイ ンズベ リー 日本藝術研 究所 の設立
(1999年)にも携わるな ど,国際的な日本文化研究の第一人者である。
SOAS図書館の10万冊以上 にのぼる日本関連の蔵書は,文 学,歴 史,言 語,宗 教,芸 術 の分野が特
に強 く,主に学部生 を対象 とした英語で書かれた日本 についての図書 も充実 している。イギ リス国内の
他大学に加えて早稲 田大学の図書館 とも相互貸借 を行い,研 究 に便利 な環境が整 えられている。 日本お
よび韓国に関連する図書担当の司書である小林富士子氏によると,こ れか らの課題 はオンラインリソー
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スの活用 を促進 し,特 に所蔵資料 をデジタル化 して発信することにあるということだ。SOAS図書館で
は組織の再編が進められてお り,分野 ごとの司書,例 えば日本関連 の図書だけを担当す る司書 といった
ポス トが今後 も存続するかどうかは,日 本 を含む地域研究がこれか らどの方向に発展 してい くかにかか
っているといえるだろう。
シ=[フィール ド大学 日本研 究所
シェフィール ド大学 日本研究所では,グ レン ・フック教授 と武田宏子教授 にお話 をうかが った。 シェ
フィール ド大学 日本研究所 は ユ963年に設立 され,日 本語 を社会科学 とともに習得す る課程 をイギリス
で最初 に設置 した教育機 関であ り,特 に現代 日本の政治,経 済,国 際関係 に重点 を置いた教育研究活動
を行 っている。 日本研究で学位 を取 る学生 は,シ ェフィール ド大学で3年 問日本語 と日本の社会や文
化について学ぶことに加 えて,1年 間の日本の提携大学での研修が課せ られている。両教授 によると同
大学で 日本研究を専攻する学生の水準はここ5年 で向上 してきてお り,約40名 の入学者の うち日本語
既習者の占める割合 も増加 している とい うことだ。卒業後 はJETプログラム(日 本の中学 ・高校で語
学指導を行 う事業)に 参加 してさらに日本語 と日本 について学びたいとい う学生 も増えているそ うだ。
また,シ ェフィール ド大学は今年に入って同じイギリス北部にあるリーズ大学 と共同でホワイ トロー
ズ東 アジアセ ンタ0(WhiteRoseEastAsiaCentre)を設立 した。同セ ンターは国立 日本研究所 と国立
中国研究所か らなる修士課程 と博士課程 を擁iする研究機関であ り,国立 日本研究所では主 に現代 日本の
社会,文 化,政 治,経 済について,ビ ジネス界や外交界 との密接 なつなが りをいか して学問の世界のみ
にとどまらない広範 な研究活動 を行 う人材の養成を目的 としている。国内外の研究者 によるセ ミナー,
ワークシ ョップ,学 会 を主催 し,オ ンライン教育 にも力 を入れてい くとい うことだ。フック,武 田両教
授 はまた,ヨ ーロッパ における日本研究の現状(歴 史,経 済,文 学,政 治,国 際関係 の各分野)に つい
てリーズ大学,ラ イデン大学,ミ ュンヘ ン大学 とともに国際共同研究 を開始 したとい うことで,研 究の
成果が待 ち望 まれる。
オ ック ス フォー ド大 学 日産 日本 問題研 究所
オ ックスフォー ド大学セン ト ・ア ン トニーズ ・カレッジの 日産 日本問題研究所(NissanInstituteof
JapaneseStudies)は日産 自動車の出資 によ り1981年に設立 され,こ れまでに日本 関係 の分野で約80
名の博士 を輩出 しているヨーロッパ有数の社会科学系の 日本研究の拠点である。所長のアン ・ワズ オ教
授は特に日本の農民 と農村の研究で知 られるアメ リカ出身の歴史学者であ り,長塚節の 『土』の英訳 な
ども出版 している。ワズオ教授 によると,1960年代 までは大学における日本研究 は古典文学か外交政
策のいずれかに限 られていたが,現 在では地域研究に限 らず さまざまな学問分野で日本のことが扱われ
るようになったため,こ れか らの 日本研究は標準化 と特殊化のバ ランスをいかに保つかが重要になるだ
ろうということだ。 また,最 近の傾向として 日本 とヨーロッパ諸国を,例 えば農業政策や教育制度の点
などで比較する研究が盛んになってきてお り,これはアメリカとい うさまざまな意味で特殊 な国と比較
した場合 よりもより有効 な分析がで きるためだろうとい うのが ワズオ教授 の見解だ。同研究所 は経済,
社会人類学,政 治学,歴 史学 を専門 とする5名 の フェローを擁 し,ラ ウ トレッジ社か ら日本研究 シリ
ーズ としてこれまでに65巻にのぼる研究書 を出版 している。
オ ックスフォー ド大学ボ ドリアン図書館は納本図書館(イ ギリス国内のすべての出版物の献本 を受け
る権利 を有す る6つ の図書館)の 一つであるため,英 語で出版 された 日本 関係の図書はすべ て所蔵 さ
れている。ボ ドリアン図書館附属 日本研究図書館は約107,000冊の日本関連の図書 を所蔵 してお り,そ
の8割 以上 を占める 日本語の図書 をあわせる と,社 会科学系の 日本関連の図書では ヨーロ ッパ最大の
コレクシ ョンを誇る。館長のイズ ミ ・タイ トラー氏によると,ボ ドリアン図書館の和書 コレクシ ョンは
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ヨーロッパ有数の長い歴史を持 ち,1629年には嵯峨本3冊 が寄贈 され,17世紀末 までには稀観本キ リ
シタン版や家康がイギ リス東 イン ド会社に宛てた朱印状 などが加 わ り,その後奈良絵本14点や大部の
仏教書のコレクションなどが収集されたとい う。同大学の東洋学部 日本研究講座 を充実 させるために人
文 ・古典研究 中心の図書の収集が組織的に始め られたのは1957年か らで,そ の後社会科学分野が加 え
られていった。 タイ トラー氏は大英図書館 を含むイギ リスの16の図書館か らなるジャパ ン ・ライブラ
リー ・グループ(1966年設立)の 会長 も務め,イ ギリスにおける 日本研究関連図書の組織的収集 と有
効的活用 を推進する立役者で もある。
今回訪れたいずれの大学で も,日本語や日本の社会 と文化について学びたい とい う学生はここ数年 も
減少 していない ということで,関 心分野 も最新テクノロジーやマンガ,ア ニメを始めとする現代 日本に
関す る事象全般 に広が りつつあるようだ。 イギリスにとって 日本は現在 も中国,中 東に次 ぐ外交上重要
ないわゆる非西洋地域であるとみなされていることからも,今後 もイギリスが優れた日本研究の拠点で
あ り続けることは確かだろう。グローバル化が進み地域研究のあ り方 自体が根本的に問い直 されている
今 日,イ ギ リスにおける日本研究 も大 きな転換期 を迎 えていることを強 く感 じた訪問であった。最後に
なったが,夏 休み中にもかかわらずわざわざ貴重 な時間を割いて快 くインタヴューに応 じていただいた
方々に深 く感謝 申し上げる。
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